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【動機】         

購買時における人々の行動に興味があり、商品そのもの以外に何が購買に関係しているのか調べたかっ

たから。また消費者の要求を明らかにし、その要求に応えることで消費者と企業のウィンウィンの関係を

創りたかったから。 

【方法】         

 楽天データの特徴は消費者のレビューを分析できる点にある。よって、その特徴を生かすためにテキス

トマイニングを使用した。また自ら変数を作り評価との関係性を明らかにするために回帰分析を行った。 

【結果】         

楽天コスメ部門の口紅データでは、年齢と購入時価格に比例の関係はなかった。高額商品を購入した人

のレビューに対し作った変数と評価を回帰分析した結果、楽天では商品の質よりも価格（他店との比較）

を重視していると分かった。 

【まとめ】         

楽天では比較的価格の安い商品が多く売れていたが、これは消費者が最初から購入する商品を決めてお

りできるだけ安い物を探していると考えられる。また商品名にブランド名をいれることは商品の宣伝にも

なっている。  

【展望】         

これらの研究結果から消費者の要求をより的確に商品に反映させるとこができるようになると考えられ

る。企業の利益が上がるだけではなく、消費者の満足度も向上させることにつながるであろう。 


